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「ヨブ記Jの散文について

一一生成理論による文体分析の試みとして一一

石黒昭博

従来おζなわれてきた文体研究は，理論的基礎が薄弱で9 あるものはあ

主りに印象主義的，あるものはいたずらに統計資料的にすぎ，文体の分析

こよってそれぞれの作家の構文土の特徴，ひいては，その思考法，発想;去

っ特徴を探るという方法はとられなかった.

Richard Ohmann は言語理論に基づいた文体論の確立のために模索を

〈りかえしたが，変形文法理論をもって，自己の方法の根拠となるものを

毛見し主 彼は，文体の研究は言語の理論じ意味論の原則に依存したも

うでなければならない， と主張する.彼は，さらに，この言語の理論と意、

長論の原則のふたつが，言語の体系を記述する大きな役割を果たすという

雪念から，文学作品も言語を材料としたものであるからには，このふたつ

つ枠の中でこそ論じられるべきである，という結論に達した.

変形文法の理論は上の目的に合った理論を文体の研究にも提供すること

主確かである.変形文法の対象とする文は，思いつきや，断片的なものが

多いという批判はしばしばおこなわれるが，美的言語と呼ばれる文学作品

つ言語も，日常会話に用いられる言語も，同じ言語材料を使って生成され

3ものであり，言語の分析に文学作品を用いることも，文学作品を一般言

百理論の材料として用いることも，どのような文法理論の中でも避けて通

3べきことではない.

語を変えることは，意味を変えてしまうことだが，文を変えることは，

ろずしも意味を変えることではない.同じi云達内容をいかに表現するかが
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作家の選択するところであり，作家は，意識するとしないにかかわらず，

自らの変形規則を駆使して，自らの文体を作りあげているのである.言い

かえれば，その作家の変形の類型 (pattern)を見つけることが，その作家

の文体上の特徴を見つけることになる.変形に注目することによって，次
品

のことが想定できる.

1.随意、変形規則の適用によって，同ーの意味を表現する言い換えが可能

なζと.

2.変形規則は文型は変えても，基文の特徴は残存させること.

3.変形規則は基文から複文が生成される際の語の配列方法を規制してい

るζ と.

文体とは，以上のような原理から，読者がどのように構文上の特徴を認

識するかによって定められると言える.

特徴的な文体をもった作家は，基文をどのように結びつけるかによって，

その作家に特異な複文構成法をもつのである.言いかえれば，それぞれの

作家は，それぞれお好みの変形規則群をもち，その操作によって，彼に特

異な文体を作り出してゆくのである.

Ohmannは Faulknerや Hemingwayの文章を彼の理論に基づいて分

析して， Faulknerは付加的変形，つまり，関係節変形，接続詞変形，比

較構文変形をしばしば使うことに特徴をもち， Hemingwayは，引用変形，

間接話法変形，省略変形に特徴をもっと述べている.

文学作品によく使われる変形は，1.付加， 2.省略， 3.再配列， 4.連

結であるが， これらに加えて，はめ込み文の成立過程やその種類にも注意

しなければならない.

英訳聖書の文体研究も今まで数多く行なわれてきたが， いずれも Oh-
方

mannの指摘する 12の範轄に属するものが多く，その大部分は言語理論
8 

に基をおかない印象主義的，または，統計資料的なものが占めている.
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ヱド稿は， Ohmannの方法に基づいて，The King James Version (以下

KJVと略す〉と TheNew English Bible (以下 NEBと略す〉の「ヨ

ブ記Jの散文を比較研究し， KJVの文体の特徴と NEBのそれを見い出
9 

し， 16世紀の標準的口語の文体と，現代の標準的口語の文体との間には，

いかなる違いがあるかを探ろうとする試みである.両訳ともに，個人の手

のみによってなったものではなく，従って，個人作家の文体とは言い難い

が，集団の訳者の手によるものであれば，それだけ同時代の代表的散文の

一端をのぞかせているものであることに間違いはない.

KJVは当時の代表的口語の大集約であり， NEBに対する訳者達の自負
l事

も広く認められているところである.

方法は， KJV Iョブ記」の散文部分の各節を逐一調べ， その中でどの

ような変形規則を応用した文によって，それぞれの情報(information)が

与えられているかを探札それから，それに対応する NEBの箇所を照応

して，同じ情報が，どのように変った変形規則を応用した文によって与え

られているかを調べる.さらに，いわゆる古い文体 (KJV)の特徴と，新

しい文体 (NEB)を比較して，その古さと新しさを変形規則の好みの問題

として考えられるかどうかも検討したい. これは I同じひとつの表現法

(discourse) から派生される構文の生成への過程において相違があれば，

変形規則の応用の違いがここにおいて見られるj ということの検索でもあ

る.

資料は「ョブ記」の散文部分に限られる. ζれは，韻文の文法は，韻律

上の効果のために独特のものとなり易く，散文の資料とは区別する必要が

あると考えたからにほかならない.勿論，韻文の文法を調べることは，別

の問題として，充分の研究の対象となることは当然であり，筆者も将来こ

れに研究の焦点を当てたいという野望をもっている.

「ヨブ記」の散文は 1)KJVの第1章と第2章， NEBの Prologue，
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2) KJVの第 32章の第1節から第5節まで， NEBの Speechesof 

Elihmの冒頭の数文， 3) KJVの第 42章の第7節以下と， NEBのEpi“

logueである.以上のうち， 2)の部分は対象から除外した.

分析は 8項目をまず設定し，それぞれの項目別に上記の方法を用いて

行われる.項目の決定は，あくまで文体論という立場から行われたもので

あり，文法的，形態論的類型で分けたものでないことをお断りしておく.

1.文の結合

lV 
「三プ記」の散文にみられる文の結合の仕方は，主に，関係節変形と接
1事

続詞変形によるものが多い.しかし， KJVと NEBの同一部分の訳文を

比べてみると， KJVでは， NEBにおけるよりも多くの変形操作を経た一

層複雑な文の結合がみられる.

例えば， KJV， 1， 1: 

s[s[There was a man in the land of Uz] s[whose name was Job] and 

s[that man was perfect and upright] and s[(he was) one] s[that feared 

God] and s[ (1吋 eschewedevilJ] 

は上記のような接続詞変形を多く含んだ複雑な文の連なりを見せる.これ

は，

〈斗/へ¥/¥/¥

~ど〉
のような構造であり，同じ箇所の NEBの訳文，

s[siThere liv己din the land of Uz a man of blamelessness and up-
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right life] s[(who was) named Job]， s[who feared God] and s[(he) 

set his face against wrong doingsl] 

とその構造，

---------------メfL\九九、、~一-、-
ζ こ二三〉 ζ こ二三三〉斗

ど三ご〉
/~でご斗

を比べてみたら， KJV に用いられた接続詞変形の多い文の生成過程の複

雑さがよくわかる. NEBでは， KJVの横に拡がった文結合体が，関係

節変形を効果的に用いることによって整理されている.さらに， KJV， 1， 

18， 19: 

s[s[Thy sons and thy daughters were eating and drinking wine in 

their eldest brother's housel]~ s[And s[behold] s[there came a great 

wind from the wilderness] and s[(it) smote the four corners of the 

house]， and s[(it) fel1 upon the young men] and s[they were deadJ] 

は非で区切られたふたつの情報を， ふたつの文で与えているが， ζの部

分は NEBでは，

s[s[Your sons and daughters wer色 eatingand drinking in their eldest 

brother's hous色]， sbvhen suddenly a whirlwind swept across from the 

desert] and s[(it) struck the four corners of the house] and s[it fell 

on the young people] and s[(it) killed them]] 

のごとく，接続詞変形を巧みに用いることと，代名詞の指示内容の整理に

よる重文の複文化により，同一内容の情報がひとつの文で表現されている.
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また， KJV， II， 1: 

s[s[Again there was a day] s[when the sons of God came] s[to pre-

sent themselves before the Lord] and s[Satan came also among themJ 

s[to present himself before the LordJ] 

は， NEBでは，

s[s[unce again the day came] s[when the members of the court of 

heaven took their presence of the Lord] and s[Satan was there 

among tl悶叫

のように訳されている. つまり， KJVに見られる修辞的技巧の並列構文

(parallelism) を作り出すためのわざとらしい複雑な文結合は， NEBでは

避けられ，簡潔な構造となっている. これを図示すると，

KJV: 

NEB: 

~人\円
/入、 d/¥
どこ三三』

という変化をしたことになる.
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次に見られる興味深い事実は， KJVの複雑なはめ込みを重ねて作られ

た構造が， NEBでは，等位接続詞 butを用いた重文を用いることによっ

て， Iはめ込み」の重用をさけ，意味伝達上の効果をあげていることである.

KJV， II， 3: 

s[s[Still he holdeth fast his integrity]， s[altho昭 hthou movedst me] 

s[(to be) against him]， s[to destroy him without causel] 

は NEBでは

s[s[You incited me] s[to ruin him without a cause]， but s[l由 integrity

川
川
川
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のように NEBでははめ込みが簡潔になっている.

しかしながら，これとは逆に， NEBの方が KJVより複雑なはめ込み



8 「ヨフ、記」の散文について

をもっ場合もある.

KJV， XXIV， 7; 

s[s[My wrath is kindled against thee， and against thy two friends]; 

for s[ye have not spoken of me the thing] s[that is right] s[as my 

serv呂凶 Jobhath]] 

は NEBでは，

s[s[I am angry with you and your two friends]， s[because you have 

not spoken] [as you ought about me]， s[as my servant Job has 

doneJ] 

であり， KJVが，

s/寸¥
//\\~へ\\

//へ¥¥

/.-/'〆~\\

のような， ひと組の等位節とそれにはめ込まれた数箇の文を従えた構造で

あるのにヌすして， NEBでは，
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のように，はめ込みのみで成る複文の構造を示す.この比較で考察される

ことは， NEBでははめ込みが複文化によって多様化していることである.

以上から， KJVの文結合は等位接続詞による重文に種々のはめ込み文

が何重にも内包されることによって，独特の文体を作りあげている.それ

に対して， NEBでは，重文を避け，はめ込みがあっても変化に富んだ変

形を課すことによって，修辞的な文装飾よりも，まず第一に意味の明確化

を計っているものと考えられる.

2.疑似外位置変形

いわゆる非人称のItで始まる特殊な構文で，これが KJVの時代の慣

用法なのか，あるいは一種の変形によるものか筆者は結論を下せないが，

ζこでは，普通の外位置変形構文とは区別して，疑似外位置変形と名づけp

一種の合成変形の結果，得られたものと考える.

疑似、外位置変形の結果生じた文は KJVにのみ見られるだけで，これら

の箇所は NEBでは，すべて別の構文で訳されている.

KJV， 1， 5， 

...it was so， when the days of their feasting were gone about， 

that Job sent and sancti五edthem... 

NEB: 

…wh巴na round of feasts was白lIshed，Job sent for his chi1d-

ren and sanctified them... 

の例では， KJVの疑似外位置変形構文は，複文になっている.また，

KJV， 1， 5，: 

..It m且ybe that my sons have sinned. 

NEB: 

.. .he thought that they might somehow have sinned... 
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の例では， KJVの疑似外位置変形構文は，間接話法変形で訳されている.

さらに，

KJV， XXIV， 7: 

…it was so， that after the Lord had spoken these words unto 

Job... 

NEB: 

…when the Lord had fi.nished speaking to Job... 

の例では， KJV の疑i以外位置変形構文は， NEBでは，複文の一部とし

て従属節に訳されている.

KJV の諸例に見られる疑似外位置変形構文は，現代英語の外位置変形

構文とは異なった特殊なものであるが，これが原典の構文の直訳によるも

のか，当時の文語の慣用的表現法を借りたものかは不明である.

3. There構文変形

There構文変形も KJVで好んで用いられるもので，いくつかの例が

みつかる.

KJV， 1， 2: 

…there were born unto him seven sons... 
は NEBでは

NEB: 

He had seven sons... 

というように，他動詞構文で訳されているし，

KJV， 1， 6: 

…there was a day when the sons of God came to pres己批 them・

selves... 

NEB: 
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The day came when the members of the court of heaven took 

their pl呂ces...

では， KJVが Be動詞構文を用いているのに対して， NEBでは自動詞

構文で訳されている.これと同様のものは次の各所にみられる.

KJVヲ1，13: 

…there was a day when his sons and daughters were eating 

and drinking wine. 

NEB: 

...when the day came that Job's sons and daughters were eat-

ing and drinking. r玉川 14 
…there came月 messengerunto Job... 
NEB: 

¥...a messenger came running to Job... 

(…ーもあり〉
…there came also another. 

NEB: 

.. .another messenger arrived... 

jm，I耽
...there came a great wind from the wilderness. 

IN既
¥ ...suddenly a whirlwind swept across from the desert.・伽

(一1
Again there was a day when... 

NEB: 

Once again the d旦ycame when. 
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KJV， XXIV， 11: 

There came there unto him alI his brethren and alI his 

slsters... 

NEB: 

Then alI Job's brothers and sisters... came... 

のようなものがあり， これらすべての対照にみられるのは， NEBでは，

主語の明示と，主動詞の変更によって，意、味の具体化が行なわれていると

いう事実である.このことは，次の例ではより顕著である.

(K川 8: 
…there is none like him in the earth... 

l NE~.; …you will五ndno one like him on earth. 
つまり， NEBでは主語 youの明示と， 他動詞構文を用いることによっ

て，意味の具体化が行なわれている.

これまでの諸例では， KJVの There構文が NEBでは位の構文に改

められているのを観察したが，この逆に， KJV の他の構文が NEBで

There 構文に訳されている場合もみられる.

KJV， II， 4 

.， .all that a man hath wi1l he give for his life. 

NEB: 

KJV， XXIV， 15: 

And in all the land were no women found so faIr as the 

d丘ughtersof Job... 

NEB: 

There were no women in all the worId so beautiful as Job's 

daughters... 
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上のふたつの例では， KJVの文中の倒置が NEBの Th号re構文の中の

倒置より，はるかに複雑な形で行なわれていることに注意したい.

4.倒置変形

英訳聖書にはしばしば修辞的技巧としての倒置変形がみられるが， KJV 

に倒置がある場合， NEBにもあることが多い.KJVになくて NEBに

ある場合には，倒置とそれに関連した表現による意味の明瞭化を期したも

のと観察できる例えば

(0  ...thou hast blessed the work of his hands... 

NEB: 

では， KJVの thework of his handsという抽象的表現が， whatever 

he doesという具体的表現に変えられている.しかし， KJVにない語順

の倒置が NEBでは，目的語の先行という形で、行なわれている.

倒置が KJV，NEBの両方にみられるのは，

(一" .only upon himself put not forth thine hand. NEB: 

…only Job himself you must not touch. 

の例であるが， この場合， KJVの倒置が I前置詞句」と「動詞匂」の

倒置であるのに対して， NEBでは r目的語となった名詞匂」と「主語

+動詞句」であり，これは，さきに引用した例の NEBの訳文の構文と同

じものである.従って，同じ倒置があっても，構文の好みの違いは明らか

である.

さらに，次の例でも構文の選び方の違いはi観察できる.
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lJVI15 
Thus did Job continually. 

NEB: 

This he always did. 

KJVの方は自動詞構文であるのに対して， NEBは他動詞構文をとってい

る.

より複雑な変形を含んだ倒置は，

「JVII4: 
.. .all that a man hath wi1l he give for his life. 

lNEB: 

There is nothing the man will grudge to save himself. 

にみられる.KJVは関係節変形を従えた「目的語になる名詞句」と {i主

語」十「動詞匂(崩動詞と本動詞)J}の倒置がみられるが， NEBでは関係
1方

節変形，関係詞消去変形がみられる.

倒置が KJVにあり， NEBにはない場合は，

lkJVII9 
Then said his wife unto him... 

NEB: 

(… KJV， II， 10: 
， In all this did not Job sin with his lips. 

(:~j Throughout allthis， Job did not utter one sinful word. KJV， XXIV， 16 : 

があるが，この場合， KJVでは，主語と動詞の倒置があり，これは単純
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な強調のためのものである.このことから KJVでは，修辞的倒置が好ん

で用いられていることが考えられる.

また， KJVの受動文の中における倒置が， NEBでは別の構文で訳され

ている例として次のものがある.

And in al1 the land were no women found so fair as the 

[KJVXXIV15 

daughters of Job. 

(NEB 
There were no women in all the world so beautiful as Job's 

daughters. 

この場合には， NEBでは There構文が用いられているので，すでに

倒置はあるといえるのだが， KJVの強意のための述語部分分割の上に倒

置があるのよりは平易なものであるといえよう.

5.話法

KJVでは引用符を用いない直接話法のみがみられ， NEBでは直接話

法はすべて引用符を用いて表してあるのが普通である.

(KJRI7 
And the Lord said unto Satan， whence comest thou? 

NEB: 

The Lord asked him where he had been. 

の例では， KJVの fijl用符に入らない直接話法(ここでは，仮に『疑似

直接話法』とよぶ)Jが NEBでは「完全な形の間接話法」によって表わ

されている.

また， Ohmannのいう「間接表現法(indirectdiscourse) Jの変形が

KJVにみられる例として，
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...the Lord said unto Satan， Hast thou considered my servant 

Job， that there is none like him in the earth... 

l NE: Then the Lord asked Satan，“Have you considered my ser~ 
vant Job? You wil1五ndno one like him on earth... " 

というように， KJVの間接表現法は， NEBでは， 二つの直接表現法に

よる文に分けられている. つまり， KJVの疑畝直接話法とその中に間接

表現法を含んだ二重構造が NEBでは直接話法の中の二つの文というかた

ちで処理されている.

2申

6.関係節変形

1.の文結合のところでも述べたが，関係節を用いたはめ込みがしばし

ば行なわれているのは， KJV， KEBに共通しているが，関係詞を用いた

構文は KJVに多く，また，関係詞節が共に KJV，NEBの対応する構文

に用いられている場合でも，用いられた関係詞の種類に違いがあることが

多い.

that (KJV)→who (NEB) 

(KJV][1 
..(and that man was) one that feared God. 

NEB: 

...a man， who feared God. 
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これら二例では， that→whoの変更と共に， NEBでは，接続関係詞変

形がみられる.

that (KJV)→which (NEB) 

[KJVII11 

.. .1ob's three friends heard of all this evil that was come 

upon him. 

lm ...Job~s three friends...he旦rdof all these c昌lamitieswhich had 
overtaken him. 

...and (they) comforted him over all the evil that the Lord 

had brought upon him. 

NEB: 

…and (they) comforted him for all the misfortunes which the 
Lord had brought on him. 

(KJVI1 
There was a man， whose name was Job. 

j 

NEB: 

There lived a man...a man of.. .nam巴dJob. 

この場合， KJVでは関係詞の属格変形が用いられているが， NEB で

は，一旦関係節変形を経たあと，関係詞および名詞句と助動詞の省略変形

が行なわれている.「JVII4
" .all that a man hath will he give for his life. r既
There is nothing [that] the man will grudge to save himself. 
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上例では， KJV， NEBともに関係節が用いられているが，先行詞も異

なるし，文の発想、法自体も異なる.NEBの関係詞省略変形に注意したい.

rJ: 恥 5And in al1 the land were no women found so fair as the 

daughters of Job... 

rE~ There were no women in all the world [who was] so beau-
tiful as Job's daughters. 

上例では， KJVは関係節を用いない比較構文で書かれているが， NEB 

では関係節を用い，さらに，これに省略変形を加えるという，さきに紹介

したのと同様の変形過程を経ている。

次に， KJVの関係節変形による構文が， NEBでは名詞句を用いて表

現されているという一種の名詞化変形 (nominalization) の例にふれてお

ζ う.

(KJVI10 
・..al1 that he hath on every side 

NEB: 

. ..all his possessions. 

さらに，

(JF11  
Then came.. .al1 that had been of his acquaintance before. 

NEB: 

の例では， KJVの関係節で表わされた内容が former という形容詞一

語で表わされている. もちろん， NEBの場合の形容詞の導入にも関係節

変形が過程上作用しているわけだが，関係節を用いた回りくどい表現が巧
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みに避けられていることは事実である.

これと同様に， KJVの関係節構文が NEBでは副詞節構文になってい

るものに次のようなものがある.

...ye have not spoken of me the thing that is right. 
[KJV XXIV7 

NEB: 

...you have not spoken as you ought about me. 

「Jvm8:
...ye have not spoken of me the thing which is right. 

( NE~.: 
...you have not spoken as you ought about me. 

7.分詞構文と動名詞構文

分調構文を用いて，重文を複文化するのも NEBにしばしばみられる特

徴である.

日1.5 …and Che) rose up early in the morning... 

NEB: 

...rising early in the morning...sanctifying... 

(KJVI20 
…and Che) said... 

NEB: 

...saymg.・四

また，動名詞構文を分詞構文によつて言い換えたものとして，

(肌L
From going to arロldfro in the earth and from walking:up 
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lmdd…t 
NEB: 

Ranging over the earth.. .from end to end... 

カミある.

さらに，動名詞を用いた言い換えは NEBに多く見られ，

(KJV XXIIf7 
…after the Lord had spoken these words::unto Job 

NEB: 

…when the Lord had五nishedspeaking to Job 

KJV， XXIV， 8 

.. .for him will 1 accept... 

NEB: 

のごときものがある.

8. 自動詞構文と他動詞構文

自動詞を用いた構文は KJVに多く， NEBでは，それらは他動詞構文

に訳されている.
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は典型的なもので， KJVの「名詞句(主語)+Copula+名詞句(補語)…j

の構文が「名詞句(主語)+他動詞+名詞句(目的語〉……」の構文で言い

換えられている.

また，
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(KJV. I， 4 

…his sons went and (his sons) feasted in their houses， every 
one his day; 

lm ...his sons used to foregather and... give a feast in his own 
house; 

でも， KJVの「名詞句(主語〕十自動詞十前置詞句」の構文が， NEBで

は 1名詞句(主語)+他動詞十名詞句(目的語)+前置詞句」の構文に言

い換えられている.

以上8項目でKJVとNEBの「ヨブ記」の散文の特徴を検討し，その

文体を調べてみた.ここで明らかに観察できるいくつかの現象が 2種の

英訳聖書全般にみられる事実かどうかは，更にもっと広い資料に基づいた

研究をまたねばわからないが， 少くとも， これだけでも KJVと， NEB 

の訳者の文体の特徴の一端がのぞけることに間違いはない.筆者はあえて

16世紀と 20世紀という通時的観点から， 古語法と現代語法の比較とい

うような史的研究の立場をとらないできた.よしんばここで紹介したいく

つかの変形操作が， 16世紀と現代の英語に共通した特徴であるとしても，

筆者の扱った徴量の資料からこれを言い切ることは余りにも大胆にすぎよ

う.しかし，少くとも， KJVとNEBの「ョブ記」の散文を比較したと

き，ここであげたいくつかの特徴が存在することは筆者の立場からは明白

であるから，将来これら 2つの英訳聖書全般にわたってこの主題を追求し

てゆきたいと思う.

注

。Ohmannは言語理論的文体論の確立のために，いろんな言語理論を検討してい
る.これは彼の“Prolegomenato th巴 Analysisof Pros巴Style，" S.ぇylein Prose 
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Fi・ction:E河glishInstitute Essays， 1958 ed. Harold C. Martin (Columbia Uni. 

versity Press， New Y ork， 1959)に明らかである.Ohmannはこののち“Gen-

erative Grammars and the Concept of Literary Style，"耳Tord，Vol. XX (De-

cember) 1964， pp. 423-439 (これは Readingsin Applied Tranザormational

Gramtnar. ed. Mぽ kLester (Holt， Rinι出e

p開'p.1日17-1臼37に再録された.尚，Readings in Applied TraザormationalGram. 

タ加f は以下R.A. T. G. と略す.)や“Literatureas Sentences，" College 

English， Vol. XXVII， No. 4 (Jenteuary) 1966， (これもR.A. T. G. pp. 137 

-148に再録〕で文体分析のために変形理論が有効なことを論じている.

2) Mark Lester，“Introduction to Richard Ohmann's 'Generative Grammars 

and the Concept of Literary Style，" R. A. T. G. pp. 116-119. 

:り Ibid.p. 127. 

争 Ibid.p. 130. 

5) Ibid. pp. 128-136. 。RobertD. King， Historical Linguistics and Generative Grammar (Prentice 
Hall， N邑wJersey， 1969)， Chapter 6“Syntax"の項や M.W. Bloomfield & 

Leonard Newmark， A Linguistic Introduction to the History of English， 
Chapter 6参照.また MarkLest巴r，"Introduction to Richard Ohmann's ' Gen-

erative Grammars and the Concept of Literary Style'" R. A. T. G. pp. 

118-119にもこの旨の言及がある O

方 Ohmannは従来行なわれてきた文体研究の方法を 12種あげている. それら

は，

1.通時的文体論

2.共時的文体論

3.印象主義的文体論

4.音，特に， リズムに基づ、いた文体論

5. ことばのあや (trope)の研究

6.心象の研究

7. トーン，スタンスの研究

8.文学的〔いわゆる新批評的〉文体論

9.文中の語句の効果の研究

10.省略の研究

11.語句の研究

12.文法的特徴の研究

であり， Ohmannによるとこれらはいずれもカテゴリーの組雑さと，方法の山り
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くどさで何も例証できないばかりか，文法的事項を自己の独断によって分類した

自説の列挙にすぎず，部分的には成功した例はあっても，全体を包括するような

視野に立つ分析はなかった.これは，基礎になる言語理論的，意味論的な理論づ

けが背後にないからであり，文体というのは，その言語の使用上の特徴であり，

その使用者(著者〉の発想法の発現であり，それらの体系が明らかにされないまま

ではどんな研究も成立し得ないという.Ohmann，“Generative Grammars and 

the Concept of Literary Style，" R. A. T. G. p・122.

8 例えば，Literary Style of the Old 1勤 leand the New. ed. D. G. Vehl (The 
Bobbs圃Merri1l， New York， 1970)の中のいくつかの論文や， James Moses Grain-

ger，“Studies in the Syntax of the King James Version，" Studies in Philol-

ogy， Vol. III， (The University Press， Chapel Hi1l， 1907) pp. 1-60参照、.

9) James Moses Grainger， op. cit. pp. 5-8. 

1ゆ TheN仰 EnglishBible (Oxford， Cambridge， 1970) p. xviii. 

11) Richard Ohmann， " G巴nerativeGrammar and the Concept of Litεr且ryStyle，" 

R. A. T. G. p・125.

12) 関係節変形については， Robert B. Lees， The Grammar of Engiish Nominal-

izations， (Publication XII of the Indiana University Research Center in An・

thropylogy， Folklore and Linguistics， Bloomington， 1964)，の変形規刻 GT19 

と， T 5， T 6， T 58を用いたもの.

13) 接続詞変形については， Noam Chomsky， Syntactic Structure人 SecondPrint-

ing (Mouton & Co. 's-Gravenhague， 1962) p. 36とp.113，及び LilaR. Gleit司

man，“Coordinating Conjunctions in English，" Alodern Studies in English: 

Reading古inTransformational Grammar， eds. David A. R巴ibelet al. (Pren-
tice Hall， New Jersey， 1969)参照.

I争外位置変形についてのくわしい研究は， Peter S. ROsenbaum，“The Grammar 

。fEnglish Predicate Complement Constructions，" Ph. D Dissertation， M1T， 
1965 (のちに 7heGrammar・ofEnglish Predicate C01r.ψlement Constructions 

(M1T Press， Cambridge， Massachusetts， 1967) として出版)や D.Terence 

Langendoen，“The Syntax of th巴EnglishExpletive '1t γ， Rejうortof the 17 
th Annual Round Table 1'v1eeting on Linguistics and Language Studies，巴d.

Francis P. Dineen， Georgetown University Press， Washington D. C.， 1966， 

さらに， James Moses Grainger， op. cit. pp. 10-13など参照.Grainger はこれ

について，“The1mpersonal Construction"の項でふれている.

15) There構文変形については， Barbara C. Hal1，“Subject and Object，" Ph. D. 

Dissertation， M1T， 1965， pp. 20-25や RoderickA. Jacobs & Peter S. Rosen・
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baum， English TranザormationalGraml陶 r，Blaisdell Pub1ishing CoηMassa. 

chusetts， 1968) p. 85に簡単にふれられている.

16) 倒置変形は表層構造が完成した段階で語句の置き換えが行なわれるものと考え

られる.その場合 r強意」という信号によって語句のもとの位置が入れ換わる
ものと考えられる.Bloom五.eld& Newmark， op. cit. pp. 265-266. 

17) 関係節変形，関係詞消去変形については注 12の Leesの論文や Jacobs& 

Rosenbaum， op. cit.参照.

18) Ohmann，“Gen巴rativeGrammars and th巴Conceptof Literary Style，" R. 

A. T. G. p. 132. 


